
販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年6月17日現在

為替ヘッジあり

　設定来の基準価額の推移
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分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことに

なりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.837%程度～年率1.883%程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 4,309 円

 純資産総額 4.1 億円

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 0.79% 1.66% 2.28% 5.72% 3.07% ▲ 4.04%

参考指数 0.84% 1.61% 3.59% 9.86% 27.34% 65.74%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の17日（休業日の場合は翌営業日）および

設定日との比較です。参考指数の騰落率は、当該日前営業日の現地終値を基に算出しております。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、J.P. Morgan Asia Credit Index － Non-investment Grade Corporate Index

〔米ドル建て〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※基準価額は1万口当たりです。

5,890 円

過去1年間の分配実績 （1万口当たり・税引前）

決算日 分配金 決算日 分配金 決算日 分配金

2025/07/17 20円 2025/11/17 20円 2026/03/17 20円

2025/08/18 20円 2025/12/17 20円 2026/04/17 20円

2025/09/17 20円 2026/01/19 20円 2026/05/18 20円

2025/10/17 20円 2026/02/17 20円 2026/06/17 20円

設定来分配金合計

※運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用） 86.3%

シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアCB (Cクラス(米ドル建て)) 12.0%

短期金融商品・その他 1.7%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年6月17日現在

為替ヘッジなし

　設定来の基準価額の推移
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純資産総額（右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことに

なりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.837%程度～年率1.883%程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 8,826 円

 純資産総額 67.7 億円

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 1.94% 3.13% 7.73% 20.82% 34.11% 160.89%

参考指数 1.77% 2.30% 7.46% 21.51% 43.92% 237.45%

※基準価額は1万口当たりです。

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の17日（休業日の場合は翌営業日）および

設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、J.P. Morgan Asia Credit Index － Non-investment Grade Corporate Index

〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて

算出しております。

10,780 円

過去1年間の分配実績 （1万口当たり・税引前）

決算日 分配金 決算日 分配金 決算日 分配金

2025/07/17 20円 2025/11/17 20円 2026/03/17 20円

2025/08/18 20円 2025/12/17 20円 2026/04/17 20円

2025/09/17 20円 2026/01/19 20円 2026/05/18 20円

2025/10/17 20円 2026/02/17 20円 2026/06/17 20円

設定来分配金合計

※運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 86.9%

シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアCB (Cクラス(米ドル建て)) 11.8%

短期金融商品・その他 1.2%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年6月17日現在

　GIMアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用）の状況 2026年5月末現在

当ファンドの主要な投資対象である、アジア・ハイ・イールド債券ファンドF（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用）、アジア・ハイ・イールド債券ファンドF（為替

ヘッジなし）（適格機関投資家専用）の親投資信託「ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用）」の組入状況です。

下記の比率は、ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用）の純資産総額に対する比率です。

なお、下記のデータは投資対象ファンドの運用会社であるＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成し

ています。

　ポートフォリオの特性 　組入上位5業種 比率

平均最終利回り 7.9% 金融 20.0%

平均直接利回り 6.5% 消費財 19.3%

平均クーポン 6.5% 不動産 18.2%

実効デュレーション 2.5年 公益 15.1%

平均格付 B+ 金属・鉱業 9.1%

　組入上位5ヵ国・地域 比率 　格付別構成比率 比率

インド 24.2% A以上 －　

中国 18.1% BBB 4.6%

マカオ 14.8% BB 51.1%

香港 13.6% B 25.6%

インドネシア 6.3% CCC以下 1.5%

その他 11.4%

　通貨別構成比率(上位5) 比率 合計 94.1%

米ドル 94.1%

　　　　　　　　－ －　 組入銘柄数 78銘柄 

　　　　　　　　－ －　

　　　　　　　　－ －　

　　　　　　　　－ －　

※平均格付とは、投資対象ファンドが保有している有価証券などに係る信用格付を加重平均したものであり、

投資対象ファンドに係る信用格付ではありません。

※格付別構成比率の「その他」には、無格付のもの等が含まれます。

※比率は四捨五入しているため、合計と合わない場合があります。

※上記はファンド全体に対する各債券への投資比率です。ファンドは投資する債券以外に現金や短期金融

商品等を保有しているため、各値の合計は必ず100％となるものではありません。

組入上位10銘柄

銘柄名 セクター 国・地域 利率 償還日 信用格付 比率

ウィン・マカオ 消費財 マカオ 5.625 % 2028/8/26 B+ 6.1%

ベダンタ･リソーシズ 金属・鉱業 インド 10.875 % 2029/9/17 BB- 3.0%

フォーサン・インターナショナル 多角経営 中国 5.050 % 2027/1/27 BB- 2.8%

インディア・グリーン・パワー・ホールディングス 公益 インド 4.000 % 2027/2/22 BB- 2.6%

ベダンタ・リソーシズ 金属・鉱業 インド 10.250 % 2028/6/3 BB- 2.4%

グリーンタウン・チャイナ 不動産 中国 8.450 % 2028/2/24 B+ 2.2%

グリーンコ・エナジー・ホールディングス 公益 インド 7.250 % 2028/9/27 BB- 2.2%

ロンフォー・グループ・ホールディングス 不動産 中国 4.500 % 2028/1/16 B 2.1%

メルコ・リゾーツ・ファイナンス 消費財 マカオ 7.625 % 2032/4/17 BB- 2.1%

ゲンティン・オーバーシーズ・ホールディングス 消費財 マレーシア 7.625 % - BB 2.0%

※信用格付は主要な信用格付業者等の信用格付のうち、下位のものを記載しています。

※償還日が「－」表示の銘柄は、永久債のため償還日を表示していません。

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年6月17日現在

　シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアCBの状況 2026年5月末現在

国・地域別投資比率（上位10） 通貨別構成比率（上位10） 組入上位10セクター

国・地域 比率 通貨 比率 セクター 比率

中国 46.4% 米ドル 81.8% 情報技術 40.7%

台湾 24.9% 香港ドル 9.9% 資本財・サービス 23.1%

韓国 16.2% 日本円 3.7% 一般消費財・サービス 14.6%

日本 3.7% ユーロ 1.5% 金融 6.8%

シンガポール 2.6% 人民元 1.3% 素材 6.8%

香港 1.7% 　　　　　  ― 　　― コミュニケーション・サービス 4.5%

インド 1.2% 　　　　　  ― 　　― 生活必需品 1.0%

マレーシア 1.2% 　　　　　  ― 　　― ヘルスケア 0.5%

ベトナム 0.4% 　　　　　  ― 　　― 　　　　　　　　― 　　―

　　　　　  ― 　　― 　　　　　  ― 　　― 　　　　　　　　― 　　―

組入上位10銘柄

銘柄名 セクター 国・地域 比率

HD KOREA SHIPBUILDING & OFFSHORE E 0.00% 04 May 2031 資本財・サービス 韓国 4.5%

WIWYNN CORP RegS 0.00% 01 Apr 2031 情報技術 台湾 4.3%

MIDEA INVESTMENT DEVELOPMENT COMPA RegS 0.00% 13 May 2033 一般消費財・サービス 中国 3.9%

GOLDMAN SACHS FINANCE CORP INTERNA RegS 0.00% 29 Jan 2029 情報技術 韓国 3.6%

KCC CORP RegS 1.75% 10 Jul 2030 資本財・サービス 韓国 3.4%

MORGAN STANLEY FIN LLC RegS 0.00% 21 Mar 2028 情報技術 台湾 3.3%

LENOVO GROUP LTD RegS 2.5% 26 Aug 2029 情報技術 中国 3.3%

ALIBABA GROUP HOLDING LTD RegS 0.00% 15 Sep 2032 一般消費財・サービス 中国 3.2%

WIWYNN CORP RegS 0.00% 17 Jul 2029 情報技術 台湾 3.1%

VNET GROUP INC 2.5% 01 Apr 2030 情報技術 中国 3.0%

※比率は、「シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアCB」の純資産総額に対する組入比率です。

小数点第2位を四捨五入しております。

※シュローダー・インベストメント・マネージメント・リミテッドのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（4/13）  552353 /  552352



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年6月17日現在

　ファンドマネージャーのコメント

※ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用）の運用会社であるＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社
と、シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアCBの運用会社であるシュローダー・インベストメント・マネージメント
・リミテッドの前月末基準の情報を参考に作成しています。

＜投資環境＞

5月のアジア・ハイ・イールド債券市場は、上昇しました。米国の金利上昇の影響を受けて弱含む場面が見られましたが、クレジット・スプ

レッド（国債との金利差）の縮小が下支えとなり、月間では総じて堅調な動きとなりました。米国債市場では、高値圏での推移を続ける原

油価格動向等を背景に、インフレの長期化を警戒する売りが優勢となり、利回りが上昇（価格が下落）しました。また、4月開催の米連邦公

開市場委員会（FOMC）議事録が公表され、目標水準を上回るインフレの継続を懸念して、利上げの可能性が示されたことも、短・中期

ゾーンを中心とした利回りの上昇圧力となりました。ただ、月末にかけては、米国とイランの戦争終結に向けた協議に進展が見られ、債券

を買い戻す動きが強まったことから、利回りが上昇幅を縮小する場面も見られました。一方、アジア・ハイ・イールド債券市場は、全般にス

プレッドが縮小する動きとなりました。2026年1-3月期の好調な業績等を受けて、発行体企業の信用力向上が期待される中、投資家の

利回り追求の動きが強まる展開となりました。

5月のアジアCB市場は、上昇しました。中東情勢の緊張緩和を受けて、投資家のリスク志向が強まる中、情報技術（IT）セクター等を中心

に買いが入り、堅調な動きとなりました。

＜運用経過＞

当ファンドにつきましては、アジア・ハイ・イールド債券ファンドF（適格機関投資家専用）（以下JPMファンド）とシュローダー・インターナ

ショナル・セレクション・ファンド－アジアCB（以下シュローダーファンド）を組み入れて運用を行いました。

分配金につきましては、基準価額水準や市況動向などを総合的に勘案のうえ、為替ヘッジあり、為替ヘッジなしともに20円（1万口当た

り、税引前）を継続しました。

＜今後の運用方針＞

当ファンドの運用については、JPMファンド、シュローダーファンドの組入比率の合計を高位に保つ方針です。

(JPMファンド(アジア・ハイ・イールド債券市場)の運用方針) 

アジア・ハイ・イールド債券市場は、底堅い推移となることを予想します。引き続き企業業績の安定等を背景に、投資家のリスク志向が強

まる中、スプレッドの縮小が市場を下支えすると見込んでいます。ただ、足元のインフレ進行を受けて、各国・地域で金融引き締めが想定

されることもあり、今後は市場の流動性低下によって、一時的に上値が重くなる場面もあると見ています。

運用においては、地政学的な不透明感から市場の変動性が高まるリスクについて十分留意しつつ、慎重な業種・銘柄選択を行い、今後も

安定した投資収益の確保を目指す方針です。

(シュローダーファンド(アジアCB市場)の運用方針）

アジアCB市場は、堅調な推移となることを予想します。引き続きグローバルCB市場では、AI（人工知能）関連ビジネスからの旺盛な資

金需要を背景に新規発行が増加し、投資機会が拡大しています。こうした中、アジア市場では、成長期待の高いITセクターを中心に資金流

入が強まり、堅調な展開となることを想定します。また、金利先高観の高まりなどによって、市場のボラティリティ（変動率）上昇が意識さ

れる中、CBが持つ株価上昇時の追随力と、株価下落時の下値抵抗力が投資魅力として注目され、支援材料になることも見込んでいます。

運用においては、引き続き、世界経済とアジア経済の動向を見極めつつ、投資機会を探っていく方針です。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（5/13）  552353 /  552352



　ファンド情報

設　定　日 2012年8月27日

償　還　日 2027年5月17日

決　算　日 毎月17日(休業日の場合は翌営業日)

　ファンドの特色（1）

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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　ファンドの特色（2）

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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　投資リスク（1）

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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　投資リスク（2）

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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　お申込みメモ

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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　ファンドの費用

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券
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販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年6月17日現在

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岩井コスモ証券株式会社 近畿財務局長（金商）第15号 ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○ ○

松井証券株式会社 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

楽天証券株式会社 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

※株式会社ＳＢＩ証券は、一般社団法人日本STO協会にも加入しております。
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